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An Approach to Nurturing the Flexible Career Perspectives: 




Department of Contemporary Business
Faculty of Business Administration
キーワード：キャリア未決定，柔軟なキャリア観，キャリア理論，キャリア教育
Abstract：The aim of this article is to propound a point of how we nurture career perspective which 
possess capabilities for crafting a career with flexibility. The author firstly re-confirmed that not 
all subtype of career indecision could be regarded as problematic. For instance, based on the view 
of contemporary career studies, undecidedness (i.e. developmental career indecision) may have the 
positive meanings toward constructing career in an age of uncertainty. With this understanding, 



















































































（Foley et al., 2006） ものの，一般には，自分の職業興



























的未決定 （developmental indecisi-on） と表現される。






難 （indecisiveness），あるいは慢性的未決定 （chronic 
indecision） と表現される。不安 （anxiety） や外部要
因思考 （external locus of control），自我同一性形成









によって開発されたCareer Decision Scale （CDS） や
I. Gatiらによって開発されたCareer Decision-making 









たCDDQ-R （若松, 2001） が利用できる。
　CDDQでは下位尺度として，職業に関する意思決
定における a. 準備不足 （lack of readiness），b. 情





















































































J. L. Hollandの職業選択理論を紹介する。Holland は，
個人の性格特性と職業的・対人的な環境は，それぞれ
６つのタイプ （Realistic ［現実的］, Investigative ［研究
的］, Artistic ［芸術的］, Social ［社会的］, Enterprising 






























測る指標として，キャリア成熟 （career maturity） や
キャリア適合性 （career adaptability） の概念を提示
し，状況の芳しくない個人が取るべき方略や，外部か




































happenstance theory）」を提唱した （Krumboltz & 




























要があるということである （金井, 2002: 256-257）。
　この計画された偶発性理論と同様の主張は，自身
の提唱したキャリアに関する合理的意思決定モデル 
（Gelatt, 1962） を修正するかたちでH. B. Gelattが提唱













（cf. Bridges, 1980; Nicolson, 1984） が，わが国におけ
るトランジション論の発展過程においては，キャリ
ア・ドリフト （career drift） と呼ばれる新たな概念が
形成されてきた。
　キャリア・ドリフトは，金井壽宏がキャリア・デザ
インの対語として提示した概念 （金井, 2002） であり，
「自分のキャリアに関する意識や関心が低い状態」と





いる状態のことを指す。ただし，金井 （2002） やKato 



























ほか, 2016; 渡部, 2015）。
　社会構成主義的キャリア理論の代表例は，M. 
L. Savickasが提唱するキャリア構築理論 （career 
construction theory; Savickas, 2002; 2005; 2011） や，
L. Cochranによるナラティブアプローチ （narrative 














































































































ヒューリスティック （heuristic） やバイアス （bias），





融リテラシー （financial literacy） や金融ケイパビリ
ティ （financial capability） の獲得も必要不可欠である
と考えられる （cf. 西村, 2016）。
　他方で，キャリアに関連する議論を参照すると，個
人の雇用されうる能力をあらわす「エンプロイアビ
リ テ ィ （employability）」（cf. Forrier & Sels, 2003; 
寿山, 2012） や，キャリア上の意思決定や具体的行
動への動機づけを捉える「キャリアモチベーション 










































































































れ （Bimrose & Hearne, 2012），学生の就労移行
に際してその重要性が指摘されている （Murphy 
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